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議案第３号

令和７年度宝達志水町一般会計予算

令和７年度宝達志水町一般会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０，７９０，０００千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。

（地方債）

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目

的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。

（一時借入金）

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

１，２００，０００千円と定める。

（歳出予算の流用）

第４条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る

予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

令和７年２月２７日提出

宝達志水町長 寳 達 典 久
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第１表　歳入歳出予算

（歳        入） (単位：千円)

款 項 金額

1 町税 1,583,977

1 町民税 624,210

2 固定資産税 858,527

3 軽自動車税 45,240

4 町たばこ税 55,000

5 入湯税 1,000

2 地方譲与税 77,428

1 地方揮発油譲与税 15,600

2 自動車重量譲与税 51,900

4 森林環境譲与税 9,928

3 利子割交付金 1,400

1 利子割交付金 1,400

4 配当割交付金 8,800

1 配当割交付金 8,800

5 株式等譲渡所得割交付金 21,000

1 株式等譲渡所得割交付金 21,000

6 法人事業税交付金 29,400

1 法人事業税交付金 29,400

7 地方消費税交付金 307,100

1 地方消費税交付金 307,100

8 ゴルフ場利用税交付金 28,100

1 ゴルフ場利用税交付金 28,100

9 環境性能割交付金 13,600

1 環境性能割交付金 13,600

10 地方特例交付金 6,200

1 地方特例交付金 5,200

2 新型コロナウイルス感染症対策 1,000

地方税減収補填特別交付金

11 地方交付税 3,382,000

1 地方交付税 3,382,000

12 交通安全対策特別交付金 900

1 交通安全対策特別交付金 900

13 分担金及び負担金 12,332

2 負担金 12,332

△ （分担金） 0

14 使用料及び手数料 46,336

1 使用料 28,335

2 手数料 18,001

15 国庫支出金 1,336,473

1 国庫負担金 1,040,561

2 国庫補助金 293,539

3 委託金 2,373

10 一般会計
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(単位：千円)

款 項 金額

16 県支出金 579,165

1 県負担金 250,289

2 県補助金 270,548

3 委託金 58,328

17 財産収入 43,232

1 財産運用収入 11,536

2 財産売払収入 31,696

18 寄附金 1,502,112

1 寄附金 1,502,112

19 繰入金 139,324

1 基金繰入金 139,324

20 繰越金 1

1 繰越金 1

21 諸収入 257,820

1 延滞金・加算金及び過料 1,000

2 町預金利子 132

4 雑入 247,336

5 受託事業収入 9,352

△ （貸付金元利収入） 0

22 町債 1,413,300

1 町債 1,413,300

歳　　入　　合　　計 10,790,000

10 一般会計
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(歳        出） (単位：千円)

款 項 金額

1 議会費 97,747

1 議会費 97,747

2 総務費 2,088,207

1 総務管理費 1,829,614

2 徴税費 121,270

3 戸籍住民基本台帳費 96,838

4 選挙費 30,657

5 統計調査費 8,878

6 監査委員費 950

3 民生費 2,078,674

1 社会福祉費 1,094,484

2 児童福祉費 901,357

3 災害救助費 82,833

4 衛生費 1,776,100

1 保健衛生費 1,696,481

2 清掃費 71,178

3 上水道費 8,441

5 労働費 8,824

1 労働諸費 8,824

6 農林水産業費 269,242

1 農業費 240,573

2 林業費 23,433

3 水産業費 5,236

7 商工費 142,018

1 商工費 142,018

8 土木費 1,171,835

1 土木管理費 113,197

2 道路橋りょう費 560,294

3 河川費 3,038

4 公園費 5,628

5 下水道費 475,594

6 住宅費 14,084

9 消防費 400,922

1 消防費 400,922

10 教育費 800,844

1 教育総務費 202,464

2 小学校費 222,223

3 中学校費 130,267

4 社会教育費 152,752

5 保健体育費 93,138

11 災害復旧費 1,034,715

1 農林水産施設災害復旧費 6

10 一般会計
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(単位：千円)

款 項 金額

2 公共土木施設災害復旧費 1,017,360

3 その他施設災害復旧費 17,349

12 公債費 900,872

1 公債費 900,872

13 予備費 20,000

1 予備費 20,000

歳　　出　　合　　計 10,790,000

10 一般会計
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（単位：千円）

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

県営ほ場整備事業債 2,000

保育所施設改修事業債 79,600

水道事業一般会計出資債 3,000

羽咋病院施設整備債 8,800

ごみ処理場建設事業債 551,900

火葬場改修事業債 82,900

道路橋りょう整備事業債 199,200

除雪機械購入事業債 15,000

消防施設整備事業債 40,100

非常用電源整備事業債 1,900

義務教育施設整備事業債
（小学校債）

22,100

義務教育施設整備事業債
（中学校債）

8,300

過年公共土木施設災害復旧
債

343,000

過年学校施設災害復旧債 700

過年社会教育施設災害復旧
債

5,000

過疎地域持続的発展特別事
業債

49,800

合　　　計 1,413,300

第 ２ 表　　地　方　債

普通貸借
又は

証券発行

　5.0％以内

　ただし、利率見直
し方式で借り入れ
る資金について、
利率の見直しを
行った後において
は、当該見直し後
の利率。

　借入先の融通条
件による。

　ただし、町財政そ
の他の都合により据
置期間を短縮し、若
しくは繰上償還又は
低利に借り換えるこ
とができる。
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宝達志水町国民健康保険特別会計予算
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議案第４号

令和７年度宝達志水町国民健康保険特別会計予算

令和７年度宝達志水町国民健康保険特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，３８１，１７１千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。

（一時借入金）

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

１００，０００千円と定める。

（歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）各項に計上した保険給付費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用

令和７年２月２７日提出

宝達志水町長 寳 達 典 久
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第１表　歳入歳出予算

（歳        入） (単位：千円)

款 項 金額

1 国民健康保険税 189,100

1 国民健康保険税 189,100

3 使用料及び手数料 50

1 手数料 50

5 県支出金 1,007,847

2 県補助金 1,007,846

3 財政安定化基金交付金 1

6 繰入金 181,665

1 他会計繰入金 123,813

2 基金繰入金 57,852

7 繰越金 1

1 繰越金 1

8 諸収入 2,507

1 加算金・延滞金及び過料 2,200

2 預金利子 302

3 雑入 5

9 町債 1

2 財政安定化基金貸付金 1

歳　　入　　合　　計 1,381,171

15 国保特別会計
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(歳        出） (単位：千円)

款 項 金額

1 総務費 59,449

1 総務管理費 58,901

2 徴税費 366

3 運営協議会費 182

2 保険給付費 975,619

1 療養諸費 832,798

2 高額医療費 140,090

3 移送費 20

4 出産育児諸費 1,501

5 葬祭費 1,200

6 傷病手当金 10

3 国民健康保険事業費納付金 322,764

1 医療給付費分 236,952

2 後期高齢者支援金等分 66,659

3 介護納付金分 19,153

6 保健事業費 18,926

1 保健事業費 18,926

7 基金積立金 302

1 基金積立金 302

9 諸支出金 1,061

1 償還金及び還付加算金 1,061

10 繰出金 3,050

1 繰出金 3,050

△ （共同事業拠出金） 0

△ （共同事業拠出金） 0

歳　　出　　合　　計 1,381,171

15 国保特別会計
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宝達志水町後期高齢者医療特別会計予算
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議案第５号

令和７年度宝達志水町後期高齢者医療特別会計予算

令和７年度宝達志水町後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２８３，２７０千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。

令和７年２月２７日提出

宝達志水町長 寳 達 典 久
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第１表　歳入歳出予算

（歳        入） (単位：千円)

款 項 金額

1 後期高齢者医療保険料 201,975

1 後期高齢者医療保険料 201,975

2 繰入金 79,928

1 一般会計繰入金 79,928

3 諸収入 1,366

1 延滞金、加算金及び過料 1

2 償還金及び還付加算金 1,365

4 繰越金 1

1 繰越金 1

歳　　入　　合　　計 283,270

21 後期高齢者医療特別会計
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(歳        出） (単位：千円)

款 項 金額

1 総務費 5,681

1 総務管理費 1,193

2 徴収費 4,488

2 後期高齢者医療広域連合納付金 276,224

1 後期高齢者医療広域連合納付金 276,224

3 諸支出金 1,365

1 償還金及び還付加算金 1,365

歳　　出　　合　　計 283,270

21 後期高齢者医療特別会計
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宝達志水町介護保険特別会計予算
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議案第６号

令和７年度宝達志水町介護保険特別会計予算

令和７年度宝達志水町介護保険特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，９０７，１９６千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。

（一時借入金）

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

１００，０００千円と定める。

（歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）各項に計上した保険給付費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用

令和７年２月２７日提出

宝達志水町長 寳 達 典 久
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第１表　歳入歳出予算

（歳        入） (単位：千円)

款 項 金額

1 保険料 354,904

1 介護保険料 354,904

2 国庫支出金 447,864

1 国庫負担金 320,670

2 国庫補助金 127,194

3 支払基金交付金 486,919

1 支払基金交付金 486,919

4 県支出金 267,976

1 県負担金 251,276

2 県補助金 16,700

5 繰入金 349,178

1 一般会計繰入金 292,133

2 基金繰入金 57,045

6 諸収入 3

1 延滞金・加算金及び過料 1

3 雑入 2

7 財産収入 351

1 財産運用収入 351

8 繰越金 1

1 繰越金 1

歳　　入　　合　　計 1,907,196

25 介護特別会計
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(歳        出） (単位：千円)

款 項 金額

1 総務費 41,053

1 総務管理費 30,174

2 徴収費 4,296

3 介護認定審査会費 6,583

2 保険給付費 1,759,842

1 介護サービス等諸費 1,633,013

2 介護予防サービス等諸費 35,652

3 高額介護サービス等費 33,325

4 高額医療合算介護サービス等費 6,570

5 その他諸費 1,132

6 特定入所者介護サービス等諸費 50,150

3 地域支援事業費 105,650

2 包括的支援事業任意事業費 58,473

3 介護予防・生活支援サービス事 37,756

業費

4 一般介護予防事業費 9,348

5 その他諸費 73

4 基金積立金 351

1 基金積立金 351

5 諸支出金 300

1 償還金及び還付加算金 300

歳　　出　　合　　計 1,907,196

25 介護特別会計
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宝達志水町水道事業会計予算
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議案第７号

令和７年度宝達志水町水道事業会計予算

(総 則)

第１条 令和７年度宝達志水町水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

(業務の予定量)

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

(収益的収入及び支出)

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

(資本的収入及び支出)

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。(資本的収入額が資本

的支出額に対し不足する額１６６,８４９千円は、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額６２,４５０千円、当年度分損益勘定留保資金８４,６３０千円、減

債積立金１９,７６９千円で補てんするものとする。)

(１) 給 水 戸 数 ４,６００戸

(２) 年間総給水量 １,０８３,０００㎥

(３) １日平均給水量 ２,９６７㎥

(４) 主な建設改良費 配水管布設替費 ５４２,０００千円

配水設備改良費 ５０,８００千円

浄水施設改良費 ２４,５００千円

取水施設改良費 ２４,０００千円

収 入

第１款 水道事業収益 ３３９,５００千円

第１項 営業収益 ２６３,５１８千円

第２項 営業外収益 ３４,９７２千円

第３項 特別利益 ４１,０１０千円

支 出

第１款 水道事業費用 ４６２,３０２千円

第１項 営業費用 ２７５,７００千円

第２項 営業外費用 １３,２９２千円

第３項 特別損失 １７３,３１０千円

収 入

第１款 資本的収入 ５７８,０００千円

第１項 企業債 ２８０,０００千円

第２項 補助金 １２,０００千円

第３項 工事負担金 ２８３,０００千円

第４項 出資金 ３,０００千円
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(企業債)

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定

める。

(一時借入金)

第６条 一時借入金の限度額は、１００,０００千円と定める。

(予定支出の各項の経費の金額の流用)

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと

定める。

(１) 収益的支出における各項間の流用

(２) 資本的支出における各項間の流用

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費)

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流

用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経な

ければならない。

(１) 職員給与費 ３２,１８２千円

(他会計からの補助金)

第９条 水道事業の経営基盤強化を図るため一般会計からこの会計へ補助を受ける額

は、８,４４０千円である。

２ 下水道事業事務執行に要する経費として、下水道事業会計からこの会計へ補助を

受ける金額は、１,１９０千円である。

(たな卸資産購入限度額)

第 10 条 たな卸資産の購入限度額は、７,１５０千円と定める。

令和７年２月２７日提出

宝達志水町長 寳 達 典 久

支 出

第１款 資本的支出 ７４４,８４９千円

第１項 建設改良費 ６４１,３９８千円

第２項 企業債償還金 １０３,４５１千円

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

建設改良費

千円

２８０,０００ 証書借入 ５．０％以内

ただし、利率の見直

し方式で借り入れる

資金について、利率

の見直しを行った後

においては、当該見

直し後の利率。

借入先の融資条件に

よる。ただし、企業

財政その他の都合に

より繰上償還又は低

利に借り換えること

ができる。
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宝達志水町下水道事業会計予算
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議案第８号

（総　　則）

第１条　令和７年度宝達志水町下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）農業集落排水事業

①　排水戸数

②　年間総処理水量

③　一日平均処理水量

④　主要建設改良事業　施設更新対策

（２）公共下水道事業

①　排水戸数

②　年間総処理水量

③　一日平均処理水量

④　主要建設改良事業　管路及び施設更新対策

（３）浄化槽事業

①　排水戸数

②　年間総処理水量

③　一日平均処理水量

④　主要建設改良事業　浄化槽設備工事

（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

第１款　農業集落排水事業収益

第２款　公共下水道事業収益

　　　令和７年度宝達志水町下水道事業会計予算

８６０戸

２１４，９８５㎥

５８９㎥

６１６，０００千円

３，０２５戸

８１３，９５０㎥

２，２３０㎥

１，６２９，４００千円

８２戸

１１，６８０㎥

３２㎥

５，６００千円

収　　　　　　入

３４２，０６７千円

第１項 営 業 収 益 ４８，８３５千円

第２項 営 業 外 収 益 １１１，９３０千円

第３項 特 別 利 益 １８１，３０２千円

７３６，６９５千円

第１項 営 業 収 益 １７３，１４８千円

第２項 営 業 外 収 益 ４２１，５９４千円
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第３款　浄化槽事業収益

第１款　農業集落排水事業費用

第２款　公共下水道事業費用

第３款　浄化槽事業費用

（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本

的支出額に対して不足する額４２３，５５１千円は当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額８４，６４７千円、当年度分損益勘定留保資金３３８，９０４千円

で補てんするものとする。）

第１款　農業集落排水事業資本的収入

第２款　公共下水道事業資本的収入

第３項 特 別 利 益 １４１，９５３千円

７，２８８千円

第１項 営 業 収 益 ２，２３０千円

第２項 営 業 外 収 益 ５，０５６千円

第３項 特 別 利 益 ２千円

合 計 １，０８６，０５０千円

支　　　　　　出

４４５，１９３千円

第１項 営 業 費 用 １２７，６９２千円

第２項 営 業 外 費 用 １２，１８４千円

第３項 特 別 損 失 ３０５，３１７千円

８２６，１３７千円

第１項 営 業 費 用 ４５１，９１１千円

第２項 営 業 外 費 用 ５４，２６７千円

第３項 特 別 損 失 ３１９，９５９千円

７，０７７千円

第１項 営 業 費 用 ６，５０３千円

第２項 営 業 外 費 用 ５６４千円

第３項 特 別 損 失 １０千円

合 計 １，２７８，４０７千円

収　　　　　　入

６５５，０２９千円

第２項 補 助 金 ３８６，３４８千円

第３項 企 業 債 ２４１，４００千円

第５項 他会計補助金 ２７，２８１千円

１，８３８，６０５千円

第２項 補 助 金 ９３１，３６０千円

第３項 企 業 債 ８０２，５００千円

第６項 他会計補助金 １０４，７４５千円
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第３款　浄化槽事業資本的収入

第１款　農業集落排水事業資本的支出

第２款　公共下水道事業資本的支出

第３款　浄化槽事業資本的支出

（企業債）

第５条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定め

る。

千円

借入先の融資条件に

事業 ただし、利率見直し よる。ただし、企業

方式で借り入れる資 財政その他の都合に

金について、利率の より繰上償還又は低

公共下水道 見直しを行った後に 利に借り換えること

事業 おいては、当該見直 ができる。

し後の利率

（一時借入金）

第６条　一時借入金の限度額は、１５０，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定

める。

５，６６３千円

第１項 受益者分担金 ９６０千円

第６項 他会計補助金 ４，７０３千円

合 計 ２，４９９，２９７千円

支　　　　　　出

７２８，５８９千円

第１項 建 設 改 良 費 ６１６，０００千円

第２項 企業債償還金 １１２，５８９千円

２，１８５，７９７千円

第１項 建 設 改 良 費 １，６３９，９２４千円

第２項 企業債償還金 ５４５，５７３千円

第３項 補助金返還金 ３００千円

８，４６２千円

第１項 建 設 改 良 費 ５，６００千円

第２項 企業債償還金 ２，８６２千円

合 計 ２，９２２，８４８千円

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

農業集落排水 ２４１，４００ 証書借入 ５．０％以内

特定環境保全 ８０２，５００
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（１）収益的支出における各項間の流用

（２）資本的支出における各項間の流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条　次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合には、議会の議決を経なければ

ならない。

職員給与費 ２４，５６０千円

（他会計からの補助金）

第９条　下水道事業の経営基盤の安定化を図るため一般会計からこの会計へ補助を受け

る額は、４７５，５８９千円である。

　　令和７年２月２７日提出

宝達志水町長　 寳　達　典　久　　　
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宝達志水町病院事業会計予算
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議案第９号

令和７年度宝達志水町病院事業会計予算

（総 則）

第１条 令和７年度宝達志水町病院事業会計予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）病床数 一般病床 ４３床、療養型病床 ２７床

（２）年間入院患者数 一般病床 １２，８０８人、療養型病床 ９，７１６人

（３）年間外来患者数 ４７，３４８人（うち介護保険 ３，１９２人）

（４）一日平均入院患者数 ６２人

（５）一日平均外来患者数 １７８人

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 病院事業収益 １，３３５，４９８千円

第１項 医業収益 １，０８６，８０４千円

第２項 医業外収益 ２４８，６９３千円

第３項 特別利益 １千円

支 出

第１款 病院事業費用 １，４８８，０６５千円

第１項 医業費用 １，４８０，０２１千円

第２項 医業外費用 ８，０３４千円

第３項 特別損失 １０千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支

出額に対し不足する額５９，６１０千円は当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整

額３２９千円、過年度分損益勘定留保資金５９，２８１千円で補填するものとする。）

収 入

第１款 資本的収入 １１５，８９９千円

第１項 企 業 債 ３９，３００千円

第２項 繰 入 金 ７６，５９８千円

第３項 寄 附 金 １千円
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支 出

第１款 資本的支出 １７５，５０９千円

第１項 建設改良費 ５１，７３８千円

第２項 企業債償還金 １１５，７６１千円

第３項 長期貸付金 ８，０００千円

第４項 積立金 １０千円

（企業債）

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、１５０，０００千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用

し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経な

ければならない。

（１）職員給与費 ９２３，８８１千円

（２）交 際 費 ５０５千円

（たな卸資産購入限度額）

第８条 棚卸資産の購入限度額は、１５２，０００千円と定める。

（重要な資産の取得）

第９条 重要な資産の取得は、次のとおりとする。

令和７年２月２７日提出

宝達志水町長 寳 達 典 久

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

医療機器更新 39,300 千円 証書借入 5.0％以内

ただし利率見直し方式で

借り入れる資金につい

て、利率の見直しを行っ

た後においては、当該見

直し後の利率。

借入先の融資条件によ

る。ただし、企業財政

その他の都合により繰

上償還または低利に借

り換えることができ

る。

種類 名称 数量

医療機器 外科用Ｘ線テレビシステム １式

医療機器 歯科用Ｘ線パノラマ装置 １式

医療機器 散薬分包機 １式

医療機器 全自動血液凝固測定装置 １式
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